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データドリブン・コミュニケーションセミナー2024 開催報告 

生成 AI時代のダイレクトマーケティング 

「2024年の課題と解決のヒント」－How to make a Breakthrough－ 

 

一般社団法人日本ダイレクトメール協会 

データベースマーケティング委員会 

委員長 多田野 政幸 
 

コロナ禍も終息を迎え、「ウィズコロナ」から「アフターコロナ」へと時代変遷した 2023

年であった。2023年 5 月 8日からは、5 類感染症に移行され様々な規制も緩和された。経済

活動もコロナ禍以前の動きに戻り、対面での商談や出張、リアルイベントなども開催された。

コロナ禍で起きた様々なパラダイムシフトにより、マーケティングの手法も多様化してきて

いるが、2024年以降も目まぐるしく市場は変化していくであろう。 

データドリブン・コミュニケーションセミナー2024では、トレンドワードである“生成AI”

に注目した。生成 AIをどのようにダイレクトマーケティングに活用していくかということを

主眼とし、様々な角度から考察した。ダイレクトメール（以下：DM）を活用した好事例、速

報版として 2023 年 DM メディア実態調査も紹介。テーマどおり、各セミナー講演が視聴者

の皆様の 2024年の課題解決ヒントの一助となれば幸いである。 

 

データドリブン・コミュニケーションセミナー 2024開催概要 

開催日時：会場 2024 年 2月 26日（月）13：00～17：00 

        日本印刷会館 2階会議室（東京都中央区新富 1-16-8） 

オンライン 2024年 3 月 4日（月）～3月 18日（月） 

主  催：一般社団法人日本ダイレクトメール協会 

講演内容： 

・基調講演／ダイレクトマーケティングにおける生成 AIの活かし方と留意点 

・お知らせ／リアル＆デジタル、パーソナライゼーション、AI、etc. 

データドリブンな可変技術がもたらす進化形 DM について 

・特別講演／生成 AI「Adobe Firefly」を活用してクリエイティブに革命を  

・先端事例／AIが DMを科学する。オーダーメイドの予測モデルの実現 

・調査報告／最新「DM メディア実態調査 2023」速報！DMの意識と行動のトレンドを探る 

 

■視聴者としてのセミナー内容の整理と考察 

 以下各講演の概要と考察をとりまとめた。個人的な意見や感想が含まれる点をご容赦いた

だきたい。 

 

●基調講演 

ダイレクトマーケティングにおける生成 AI の活かし方と留意点 

中央大学 国際情報学部 

国際情報学科 教授 

飯尾 淳氏 
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昨今なにかと話題になっている生成 AIについて、聞いたことはあるが、具体的にどのよう

なことが出来て、私たちの仕事や生活に役立てられるのだろうか。本講演では生成 AIの概要

と特徴、留意点について講演いただいた。生成 AIとはデータのパターンや関係を学習し、新

しいコンテンツを生成することができる技術であり、大きくは以下の 2 種に分類される。 

画像生成系：簡単な文章による指示（プロンプト）を与えると画像を生成 

対話型（テキスト生成系）AI：入力したプロンプトに対して回答を返す 

招待状制作の事例紹介において、ChatGPT の利便性は大変よく理解できると思う。しかし

ながら、あくまでツールであり、ChatGPT 自体は、言葉の意味を理解して回答を返している

わけではなく、『統計的に』最もそれらしいものを組み合わせて出力しているものに過ぎない。

したがって、このことを留意して利用しなければならない。 

生成 AIの発展により、教育において今後育む能力も変容してきている。昨今、書類を手書

きすることが少なくなってきている。そのため、漢字を綺麗に書く能力は今後不要になる。

また、ChatGPT 登場により適切な文書をスクラッチで構築する能力も不要になってくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダイレクトマーケティング分野における活用について、創造的な利用の仕方が可能である。

顧客情報を活用したパーソナライズメッセージの生成の活用方法である。顧客毎に異なる 

レコメンデーションは現在のマーケティング手法の主流である。それが生成 AIにより自動で

コンテンツ（メッセージや画像生成も含む）制作が可能となれば、マーケティング活動もよ

り様々なバリエーションが増えてくる。便利な反面、気をつけなければならない点や課題も

ある。プライバシー・個人情報を含んだものの取扱いや、学習データによるバイアスが生じ

ることである。当然のことであるが、悪いデータ学習をさせると悪いデータしか返ってこな

い。また、倫理的・哲学的な問題、精度の面でも課題を抱えている。このような課題もありな

がら、生成 AIの可能性や活用は今後ますます拡大し、マーケティング活動の幅が広がること

を期待したい。 

 

●お知らせ 

リアル＆デジタル、パーソナライゼーション、AI、etc. 

データドリブンな可変技術がもたらす進化形 DMについて 

一般社団法人日本ダイレクトメール協会 

データベースマーケティング委員会 

業務執行理事 
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菅沼 満氏 

 

データベースマーケティング委員会の活動内容およびデータドリブン DM や可変技術が 

もたらす進化形 DM についてのトレンドを紹介した。データベースマーケティング委員会に

ついて、紙のダイレクトメールに留まらず、デジタルマーケティングやデータ活用にかかわ

る様々なサービスやマーケティングツールなどについて勉強会を行っている。最近の米国の

調査では、デジタル時代おけるパーソナライズされた紙 DM が顧客へのより良い CX を創出

している。また、広告主の約 7 割がパーソナライゼーションをテストし、3 割が効果を実感

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●特別講演 

生成 AI「Adobe Firefly」を活用してクリエイティブに革命を 

アドビ株式会社  

Creative Cloud セグメントマーケティング部 

マーケティングマネージャー 

岩本 崇氏 

 

本講演では、画像生成系 AI ツール「Adobe Firefly」を活用した新たなるコンテンツ制作 

および制作事例を紹介いただいた。昨今は、コンテンツ制作の量と質が両方求められる時代

である。コンテンツの種類も様々で、ダイレクトメールをはじめとする印刷物、静止画、ビデ

オ（動画）、3D、ARなど多岐にわたる。市場・消費者がコンテンツを消費するスピードは速

度が増しており、より少ない時間で多くの媒体を効率良く制作する需要が増えてきている。

そのような現代の課題を解決することができるのが、「Adobe Firefly」である。ただし、生成

AIは万能ではなく、あくまで“人々の能力を拡張する＜副操縦士＞”と定義している。AI自

体が勝手にコンテンツを制作するわけではなく、操縦士である人間がプロンプトを書いて指

示することで、生成 AI の有効活用ができることを忘れてはならない。「Adobe Firefly」の特

徴としては、制作されるコンテンツはすべて商用利用が可能となっている点である。これは

学習データにおいて、すべて許諾が取れている画像やオープンライセンス・パブリックドメ

インを学ばせているため、生成 AI で創作されるコンテンツの著作権の問題をクリアできる。

デモンストレーションではサラダの写真の上に、おおよその位置に“目玉焼き”という単語

を指示すると数秒で目玉焼き画像がごく自然な形で載せられた写真が出来上がる。 
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<生成前>                <生成後> 

 

 

 

 

 

 

 

生成された画像は Photoshopなどのアドビ製品とシームレスに連携して新たなるコンテン

ツ制作が可能となる。このような生成 AI のイメージング機能を活用し、市場に求められる 

スピード感で、次々とコンテンツを創作することが可能になる。 

 

●先端事例 

AI が DM を科学する オーダーメイドの予測モデルの実現 

CCCMK ホールディングス株式会社 

ビジネスプロダクト部 

部長 

強谷 武史氏 

 

T 会員は共通ポイントの元祖であり名寄せ前の累計 ID 発行数は、日本の人口をも超える 

1 億 3000 万人を誇る日本最大級の会員基盤である。（名寄せ後の会員数は約 6,000 万人）  

提携する店舗は日本全国に存在し、T ポイント会員があらゆるサービス・商品購入する際に

幅広いタッチポイントを構築し、会員基盤を強固なものにしてきた。そのような T ポイント

だからこそ成せる、AIを活用したデータベースマーケティングの優良事例である。昨今、基

本情報（年齢・性別・地域等）のみをベースにした郵送 DM では効果が薄れてくるという課

題がある。保険会社の事例では、約 6,000 万人分の属性データを学習させた AIを活用してク

ライアント企業がより近しいターゲットを DM 発送対象とする。過去実績データをもとに、

予測モデルを構築し、施策対象者をスコアリングして、スコア上位者にアプローチすること

で、施策効果の最大化を図るものである。 
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T ポイントは変革期を迎えており、今春、V ポイントへ名称変更する。国内最大級の会員

基盤を持つ Tポイントと三井住友カードの加盟店網からなる Vポイントにより、広さ（キャ

ッシュレスデータ）と深さ（POSデータ）を兼ね備えた唯一無二の存在となっていくことだ

ろう。 

 

●調査報告 

最新「DM メディア実態調査 2023」速報！ 

～DM 意識と行動の最新トレンドを探る～ 

一般社団法人日本ダイレクトメール協会 

専務理事  

椎名 昌彦氏 

 

DM メディア実態調査について、今年はコロナ禍の DM 特需が一巡したこともあり、DM

の受取通数は減少傾向であった。減少要因としては DM で使用する紙をはじめとする、原材

料費の高騰もあり封書からハガキへシフト、もしくはデジタル媒体へシフトしたことも挙げ

られる。まずは、受取人が DMに希望する情報の調査に注目したい。 

 

DM に求められる情報は、利用明細や定期点検のお知らせ、試供品やクーポンなどが上位

を占めた。他方、Eメールや SMSにはポイントの通知簡単なお知らせなど比較的短いメッセ

―ジを期待している。 

アナログメディアである自分宛て DMの閲覧開封率について、今回の調査でも 75.4％と高

い結果が示された。消費者にこれだけの高い数値でアプローチできるメディアは DM の特筆

すべき力である。昨年の調査結果から引き続き、WEB 誘導型 DM の効果は高い結果がでて

いる。アクセス経験平均値は約 44％であり、特に 20代～30代の男性が特に高い傾向である。

このような DMの受取実態調査（ファクト）を活用して企業の DM施策を前向きに検討・推

進していただければ幸いである。 

 

■全体を通した所感（2023 年度委員会活動振り返りに代えて） 

本セミナーでは、生成 AI とダイレクトマーケティング・DMとの関連性について様々な講

演をいただいた。生成 AIの活用については今後加速度的に普及し、あらゆるビジネスシーン

での登場が予測される。先述のとおり生成 AIの課題や懸念点に留意しながら、今後のダイレ
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クトマーケティングへ活用が楽しみである。生成 AI を活用した DM については、プライバ

シーへの配慮を前提として、効率的且つバリエーションに富んだクリエイティブやコピー

制作などに期待をしたい。 

今年度もデータベースマーケティング委員会では、「進化形 DM（データ×DMの文脈で DM

の価値を再定義する）」をテーマに、DMのみならずデジタルマーケティングを始め DMにま

つわる様々なコンテンツについて勉強会を重ねてきた。今後についても DM の特性と世間の

趨勢とを関連付けながら情報感度を高めて研鑽していきたいと考えている。また、デジタル

時代における DMの価値向上に貢献できれば幸いである。 

最後に、今回のセミナー登壇者ならびにデータベースマーケティング委員会勉強会の中で

講演いただいた方々、そして委員の皆様には 1 年を通して様々な貴重な情報・ノウハウ・事

例を共有頂き、この場を借りて深く感謝申し上げる。 

 

 

多田野 政幸 

一般社団法人日本ダイレクトメール協会 

データベースマーケティング委員会 委員長 

株式会社アテナ 

営業第一本部 

マネージャー 


